
令和３・４年度 「魅力ある学校づくり」調査研究事業

富士市立田子浦小学校



令和３・４年度 「魅力ある学校づくり」調査研究事業

富士市立田子浦小学校
創立144年目 21学級
児童数 599名

富士市立田子浦中学校
創立76年目 15学級
生徒数 399名



H29 H30 R1 R2 R3

田子浦小 1.34 1.44 1.55 1.38 1.16

富士市（小） 0.78 1.01 1.24 1.28 1.39

静岡県（小） 0.75 0.9 1.05 1.11 1.46

全国（小） 0.54 0.7 0.83 1 1.3

田子浦中 4.32 6.59 5.91 5.79 6.12

富士市（中） 4.17 4.87 5.25 4.88 5.73

静岡県（中） 3.78 4.28 4.68 4.7 5.86

全国（中） 3.25 3.65 3.94 4.1 5

「魅力ある学校づくり」調査研究事業
田子浦小、中・富士市・静岡県・全国の不登校出現率の平均



不登校状態が解消される児童生徒がいる一方で、それを

上回る数の新規不登校の児童生徒が出現している。

「魅力ある学校づくり」とは、新たな不登校児童生徒を出さな
いことを目的に、年間を通して、学校が組織として点検・見直
しを進めながら、小・中学校全教職員で行う不登校対策の実践
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田子浦小の不登校児童の推移（継続・新規）

継続数 新規数



「魅力ある学校づくり」に向けての具体的な取組
⑴‐１ １年間３回のPDCAサイクルで実施

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

意識調査 意識調査 意識調査 意識調査

P C A/P C A/P C

見直し 点検

D D D

点検・見直し 点検・見直し

⑴‐２ 取組を点検・見直す
ために子供の声を聞く

⑵学校での集団指導の取組

学校を全ての児童生徒の心
の居場所にする

「居場所づくり」

学校を全ての児童生徒の
絆づくりの場にする

「絆づくり」

⑶不登校児童生徒の支援 学校がチームとし
て、支援を検討し
し、課題解決に向
けて、６つのス
テップで考える。



具体的な実践 ⑴‐１ ～プランニングシートの作成～
取組を点検・見直すために子供の声を聞く

ア 学校が楽しい
イ みんなで何かするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業が良く分かる

➀ 人間関係と学習に絞った質問

②「当てはまる」に焦点化し学年で集計する

（４段階評価で、A評価に焦点を当てる）

③ 年間３回行う

子供の声を客観的に聴くことで
⇒集団指導の効果の確認
⇒“教師の感覚“と”子供の実際”
とのずれを確認

➀なぜずれたのか、
②どこに原因があったのか等
確認し、

集団としての質の向上を図る。

調査結果

ア ウ エイ



具体的な実践 ⑴‐２
１年間３回のPDCAサイクルで実施

【P２】８月
・プランニング
シート作成

【D２】
８～12月
・３部会実践
・学年部実践

【C２】12月
・友達アンケート
・意識調査

【A】12月
・３部会振り返り
・学年部振り返り

2サイクル目へ

アンケート調査では、
➀子供の実態を把握する。
②実態を踏まえ具体的な取組計画を立て実行する。
③その結果を学年の教員で点検をし、見直す。

このサイクルを年間３回繰り返す。

【P】４月
・説明会
・プランニングシート作成
・３部会話合い

【D】４～７月
・３部会実践
・学年部実践

【C】７月
・友達アンケート
・意識調査

【A】７月
・３部会振り返り
・学年部振り返り

サイク
ル③

【P３】12月
・プランニング
シート作成

【D３】12～３月
・３部会実践
・学年部実践

【C３】３月
・友達アンケート
・意識調査

【A】３月
・３部会振り返り
・学年部振り返り

３サイクル目へ



令和４年度 ４月作成（２年部）プランニングシート

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かをす

るのは楽しい

ウ 授業に主体的に取

り組んでいる

エ 授業がよくわかる

５ 月別の取組計画

（４ 重点強化する内容に

関わる事項を記載）

２ 課題分析

（１の調査結果から分

かることに絞る）

４ 目標達成に向

けて４～９月に

重点・強化する

内容

３ 目標設定

（２を受けて見直し

た取組と到達する

であろう見積もり

数値を設定）



具体的な実践 ⑵
学校での集団指導の取組

学校を全ての児
童生徒の心の居場
所にする
「居場所づくり」

学校を全ての児童
生徒の絆づくりの
場にする
「絆づくり」

教職員が、児童
生徒が安心でき、自
己存在感や充実感を
感じられる場所を提
供する。

児童生徒が、主体
的に取り組む活動を
通し、自らが「絆」
を感じ取り、紡いで
いく。

全ての教育活動を
通して子供たちは、

「自己有用感」を
育むことができる。



「居場所づくり」➀ ～校長室だよりを通して共通理解～

振り返ってりみま
しょう。自分の人
権感覚。
⑴学級活動での場
面
⑵教職員同士
年間に３回実施



安心・安全な学校生活を送るための「居場所づくり」②

計画的な防災訓練によって、「居場所づくり」
「絆づくり」につなげる



コロナ禍だからできないのではなく、
コロナ禍であっても作り上げていこう！

児童会活動を通しての「絆づくり」①

おおそてつは、田子浦小のシンボルである
樹齢１００年を越える大木である



児童会目標 委員会 活 動 内 容

（お）
大きな
優しさ
思いやり

アナウンス
「思いやりボックス」
うれしいことを「思いやりボックス」に入れ紹介する。

生活・安全
「ありがとう作文」
登下校を見守ってくださる方々に感謝の手紙を送る。

給食
「給食記念週間の取り組み」
各学年から日頃の給食に対する感謝を伝える。

（お）
思いっきり
チャレンジ

ワールドギネス
環境

「缶つみ競争」３人で協力して缶を積み競争をする。
「ボーリング」３人で協力して手作りボーリングをする。

ミュージック
「クリスマス・フェス」
グループ・学級のいずれかで、ダンスや歌を披露する。

（て）
天まで
とどけ
あいさつ

生活・安全
「あいさつ運動」朝、正門と東門で元気なあいさつ運動を行う。
「あいさつの木」あいさつをした人に折り紙を渡し掲示する。

ワールドギネス
「世界のあいさつ」
各国のあいさつをして歩き、放送でその国のことを伝える。

フラワー
「あいさつ しおりの配付」
あいさつがしっかりできた子どもに、花のしおりを渡す。

田子浦プロジェクト
「あいさつくじ引き」
お題が書いてあるくじを引き、学級全体で達成をめざす。

（つ）常に守ろう
学校のルール アナウンス

「学校物知りクイズ」
けがをしないために遊具の使い方を、クイズにして確認する。

児童会活動を通しての「絆づくり」①
児童会目標 委 員 会 活 動 内 容



代表委員
会議案書

夏休み前を振
り返り、今後で
きる活動を子供
たち中心に考え
る。

全クラスか
ら、「あいさ
つくじ引きの
お題」を募集
し、学校全体
で、この活動
を行う。

田子浦プロジェクト主催の「絆づくり」②
「あいさつくじ引き・おおそてつくじ引き」

代表委
員会議
案書

会釈であいさ
つ：５人以上

自分から３種類の
あいさつ

（おはよう、こんに
ちは、さようなら）



田子浦プロジェクト主催の「絆づくり」②
「あいさつくじ引き・おおそてつくじ引き」

『絆づくり』に向け
た子供主体の活動

お

お

子供たちが発案した
『おおそてつくじ引き』

そ

つ

て



「絆づくり」③ ５年部の実践
縦割り活動の報告・共有と幼稚園訪問

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かをす
るのは楽しい

ウ 授業に主体的に取

り組んでいる
エ 授業がよくわかる

５年部の実践（令和３年度の実践より）

＜総会学習＞
・グループで学習を進め、活動を報告・共有する。
「みんなで何かするのは楽しい」という思いをもつ

＜幼稚園訪問＞
グループごと小学校の紹介、クイズ大会
相手意識をもちながら、協働して企画・運営を行う。



具体的な実践 ⑶ 不登校児童生徒の支援

問題解決型ケース会議
☆子供の抱える課題を明確化する。
☆学校がチームとして支援する。
☆子供の課題の解決に向けて、
次の６つのステップで考える。

１ 問題の明確化
２ 本人の長所、強みの確認
３ 目標の設定
４ 考えられる問題の背景の検討
５ 支援の方法
６ 達成課題と評価基準



校内問題解決型ケース会議 （令和４年度 小中合同以外に９回行う）

➀学校内での問題（程度、様子）

②長所（支援上、役立ちそうな事）

③目標（２～３か月後の姿、具体的に）

④考えられる問題の背景等

⑤支援方法（いつ、どこで、誰が）

⑥達成課題と評価基準

６月より登校を渋り始める
７，８，９月：すべて欠席

10月のケース会議後の出席状況
10月：遅刻５日，11月：遅刻９日，12月：遅刻11日
遅刻であるが、登校できる日が増えてきている。

１月：朝から登校１４日



田子浦小・中学校の連携
教職員 及び 児童生徒



小中連携➀ ～問題解決型ケース会議～

★印：小学生

☆印：中学生

小中両方に通っている
子供について、小中の
関係教員で問題解決型
ケース会議を開いた



R３年度（魅力１年目） R４年度（魅力２年目）合同研修４回（夏：２回）

４
月

①２・３月のアンケート結果や１週間の子供のあら
われをもとに、いいところ、課題、目標と具体策
を話し合う。

①今年度の各部会の活動を、心の居場所づくり、絆づく
りのどちらの活動になるのか振り分ける。理由も考え
る。

②共有したことで気付いたこと、新たにできそうなこと
をまとめる。

８
月

①６・７月のアンケート結果をもとに、自分たちの
支援を振り返り、１２月までの目標と手立てを練
り合う。

②講話「不登校児童生徒の理解とその対応」
常葉大学准教授 太田 正義 先生

①小中の現状をアンケートから考察し、「12月に期待す

る子供の姿」の目標を共有。その後、小中各部会に分

かれ、手立てや内容の見直し、加除修正」を行う。

②小中合同問題解決型ケース会議
（小中学校に関係している６つのケースを行った）

③講話「不登校と特別支援教育」
静岡大学教育学部 山元 薫 先生

１
２
月

①12月のアンケート結果やこれまでの子供のあらわ
れをもとに、年度末へ向けて、よいところ、課題、
目標と具体策を話し合う。

➀各部で小中共通のねらいや手立てを検討して、共通の
目標を立てて魅力ある学校をつくる。

小中連携② ～教員合同研修（年間３回）・魅力担当者会議(月１回)～



小中連携③ ～合同講演会～
講師：静岡大学 山元 薫 准教授



小中連携④ ～小中学校教育目標「自分から」に向けての合同研修～

研修部 特別活動部 生徒指導部



小中連携⑤ ～研修部～
目 標 具体策

・協働する場面を意図的につくり、
コミュニケーション能力を高める

・全体・ペア・グループでの聴く・反応することの定着
・タブレットの有効性を探る。
・ほどよく難しい課題の設定
・振り返りやグループ学習のルールづくり

🔷大学の教授を招聘して研修（年２回）
魅力ある学校づくりと方向性を揃え、
講師：早稲田大学藤井教授
「一人一人を支える授業づくり」
【居場所づくり・絆づくり】

🔷聴き方・話し方・まとめ方・授業づくり
・９年間を見通し各学年での目標の設定
・目標を各学級に掲示。

【居場所づくり・絆づくり】



小中連携⑥ ～生徒指導部～
目 標 具 体 策

居場所づくり
自己肯定感を高める

・友達のよいところ見つけ。
・教師が手本となりあいさつを続けに広げていく。
・あいさつを通して、人とのつながりを作る。

🔷友達の「よいところ見つけ」 【絆づくり】
➀各学級での取り組む
方法は学級ごとで決め、朝や帰りの会に場を設ける。

②アナウンス委員会の「思いやりBOX」常時活動
子供たちの優しい行動を放送を通して称揚する。

🔷「あいさつ運動」 【絆づくり】



小
中

あ
い
さ
つ
運
動

🔷生徒会と児童会が交流し、小中あいさつ運動
を行っいいる。絆づくり、中学校への安心感

にもつながっている。 【絆づくり】

小
中
交
流
会

年間２回開催
１年間を通して、小中で取り組めることの確認
🔷小中学校のそれぞれの活動について伝え合う
・小学校：「おおそてつ」に向けた委員会の活動
・中学校：生徒会で決まったルール、蒼波祭

中学校の紹介 【絆づくり】

総
合
学
習
発
表
会

🔷中学、総合学習発表会(11月)
見学を通して、今後の学びに見通しを持つ。
中学生の主体的に学ぶ姿を実感する。
中学生に憧れを抱き、希望を持つ。

➡中学校への入学の希望を高める。

【絆づくり】

小中連携⑦ ～児童・生徒の連携～



ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる

12月調査結果

１年生の実践より 居場所
づくり

一人一役の係の活動
自分たちで振り返り、みんなのために頑張り、役に立っ
ているという思いを膨らめ所属間を高める。

絆
づくり

学年集会や生活科などの取組
グループ活動や学年活動を多く取り入れ「絆」を
意識した子供が主体となる活動を進める。
学年集会：「七夕集会」「お月見集会」「節分集会」

生 活 科 ：「あきまつり」「四季しぜんビンゴ」



１年生の実践より

回数を追うごとに評価が高まり、みん

なの役に立っているという思いを膨ら

めた。

子供たちが主体となる活動を後押し
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12月調査結果

２年生の実践より

ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる

自己決
定の場
づくり

➀係のアイデア大切にする
②学年集会

「やってみたい」を実現する
③「やり知り学習のススメ」

「やりたい、知りたい」気持ちを大切に



２年生の実践より
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ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる
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ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる

３年生の実践より
12月調査結果

絆
づくり

お互いを大事にする。認め合っていく。

「あなたは、あなたでいい」
友達を尊重できる関係になってきている

授業
づくり

体験活動を多く取り入れる。
（学区探検、菊畑見学、お店探検）

個で課題を見付け、個やグループで追究



３年生の実践より 12月調査結果
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年間３回、子供の声を聞くことの大切さ
➀ 計画を立て実行しても、そこには、ず

れが生じる。
② “なぜずれたのか“、”どこに原因があ

るのか“検討する。
③ “教師の感覚“と”子供の実際”とのずれ

を確認し、新たな計画を立てて、実行
する。



「居場所・絆づくり」に向けた実践『ひまわり学級』
～学級経営方針：個に寄り添う、互いに高め合う～

「水族館を作ろう」



全学年の実践より
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プランニングシート 調査結果（R4）

居場所
づくり

➀いいこと見つけ
②ほめほめシャワー
③温かい言葉かけの実践
④５つの誓いの意識化

絆
づくり

➀係活動の活性化
②朝の会のトークタイム
③学年集会を活用
④学級活動の活性化
⑤構成的エンカウンターの実施

トークタイム 「居場所・絆」につながる学級活動 エンカウンター



授業づくりが学校づくり ①



子供の姿が見
える単元構想

問いに寄り添う
見取りと関わり

学びの実感
の共有

授業づくりが学校づくり ②



「学習の足あと」

次の学習に生かし
て学びを深める

「ペア学習、グループ学習」

グループの話し合いで認め合
い、学びを深める

小・中学校教育目標「自分から」の姿をめざした授業③

「一人学び、ノート指導」

自分の考えに自信を持つ。
振り返りを大切にする。

ICT機器の活用
自分の考えに自信を持ち、友達

の考えを大切にする。
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